
編　集　後　記

　2024年を迎え新たな気持ちでスタートした元日の夕方、能登半島地震が発生しました。新年を祝う気
分はいっぺんに吹き飛ばされてしまいました。
　震災で亡くなられた方々に謹んでお悔やみ申し上げます。そして被災された方々に心よりお見舞い申
し上げます。発生から 3か月近く経った今も避難生活を余儀なくされている方が多くおられます。 1日
も早く安全・安心な日常生活が戻ってくることを祈るばかりです。
　「平時にできないことは有事にもできない」「備えあれば患いなし」……。お題目を並べることは簡単
ですが、「言うは易く行うは難し」です。遅まきながら、今年の目標を「災害対策の有言実行」に掲げま
した。
　第32巻第 2号をお届けします。本号では、原著（英文）、短報、論考（ 2編）、報告が掲載されており、
バラエティーに富んだ内容となっています。いずれも興味深く読み応えのある内容です。是非ご一読く
ださい。前号から復活した研究室紹介シリーズでは 2つの研究室が紹介されています。これからも皆様
の施設をご紹介していきますので、ご期待ください。
　第32回学術大会は岡山県倉敷市にあるくらしき作陽大学（網中雅仁大会長）で開催されます。近くに
は有名な倉敷美観地区があり、学術大会の合間の散策もよろしいのではないでしょうか。
　学術大会でお会いするのを楽しみにしています。
� 佐藤　勉

＜会員管理事務局からのお願い＞

　ご住所、ご所属が変わった場合には必ず下記までご連絡ください。

　メールアドレス：jsce@asas-mail.jp　Tel：03-5981-6011　FAX：03-5981-6012
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編　集　後　記

　2024年元旦の能登半島地震が発生し， 9 月には能登半島豪雨と，これらの災害で亡くなられた
方々に謹んでお悔やみ申し上げるとともに，現地で再建に取り組まれている方々におかれまして
も， 1 日も早く安心の日常が取り戻ることを祈っております。
　今年の夏は，記録的な暑さで，この編集後記を執筆している10月でも，まだ夏日が続いており
ます。異常な暑さには慣れたような気もしますが，気候変動など今後の環境に気にかかることも
たくさんあります。
　第33巻第 1 号より，佐藤勉前編集委員長から引き継ぎまして，いただいた原稿の編集をやらせ
ていただいております。本号では，原著，報告（ 2 編），分科会報告（ 3 編），研究室紹介（ 2 編）
が掲載されております。是非ご一読いただければ幸いです。
　臨床環境医学では，原著の論文の投稿をお待ちしております。「環境健康影響」の議論の場と
して，新たな課題に取り組めていければと思っております。
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